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イン，Wウィグラービームライン，Uアンジュレー

タービームライン）

◯ XAFS（X 線吸収分光），HX，B

◯ X 線回折，HX，B

◯ 微小結晶構造解析（生物，タンパク質構造解析），

HX，W

◯ マイクロフォーカスビームライン，HX，B

◯ 医療診断，HX，W

◯ 顕微分析，ホログラフィー，SX，U

◯ LIGA プロセス，SX，B

最終的には50本のビームライン建設を目指している。

建設予定地は人口1500万人の世界最大の都市，上海の中

心部から10 km 東にある浦東（Pudong）地区のハイテク

ゾーンである。この浦東地区というのは，世界の貿易経

済金融センターを目指して1990年代から開発が始まっ

たエリアで，現在では有名なテレビ塔や巨大ビルが林立し

ている。ちょうど東京の臨海副都心のようなところであ

る。この放射光施設の建設場所も，これまた極めて便利な

ロケーションと言える。現在は，中国科学院上海原子核研

究所（Shanghai Institute of Nuclear Research）内に建設

チームがある。計画初期は140人のチームであったが，第

一期の R & D が終了したため，100人に減ったとのことで

ある。建設費は第一期プロジェクトの 7 本のビームライ

ンを含め約12億人民元（日本円で約160億円）というまさ

に巨大な国家的プロジェクトである。しかしながら，中国

政府の財政事情も厳しいらしく，建設のゴーサインはまだ

出ていない。建設予定地は現在さら地になっているとのこ

とである。ただし計画では北京の中央政府からだけでなく

上海市からも建設予算が出ることになっているので（上海

市の財政事情は比較的良いらしい）2 年後には建設が始ま

るであろうとのことであった。2004年の完成を目指して

いるそうだが，若干遅れることが予想される。

） 雑感など

以上，中国の放射光施設の現状について報告した。全体

を通して日中の用語の不統一と中国の漢字の簡略化には少

々苦労した。しかし考えてみると，ひらがなやカタカナが

ないだけに，中国の方がわかりやすい標記をしている例が

多い。高エネルギーを“高能”（低エネルギーは“低

能”），リソグラフィーを“光刻”などというのはわか

りやすいし，synchrotron radiation のことを“同歩輻射”

というのは直接的でうまい訳の気がする。既に普及してし

まった言葉について今さら日中で用語の統一をするのは不

可能だろうが，今後，新しい漢字の科学用語を作る場合，

韓国，台湾も加えて，偉い先生方の委員会のようなもので

事前に統一することはできないかと思う。また，中国の人

名や知名については，本報告ではできるだけ中国読みの

ローマ字か英語名を併記したが，一般にはまだまだ普及し

ていないようである（日本人の名前も，中国式に読まれる

ことが多い）。できるだけ双方が相手の国の発音をするこ

とが今後の協力親善の第一歩であろう。

最後に招待していただいた中国科学院新疆物理学研究所

（Xinjiang Institute of Physics）の濤（Tao Jin）教授，中

国科学院金属研究所部長王福会（Fuhui Wang）教授は

じめ，案内していただいた多くの方々に感謝します。

海外情報

SOLEIL 計 画

副島浩一 （新潟大学理学部）

私は2000年 9 月から一年間，パリの南，Orsay 市にあ

るパリ第11大学の原子イオン分光研究所（LSAI）で研究

する機会を得ました。原子の光二重電離過程の研究で世界

をリードしてきた LSAI 所長の A. Huetz 博士と共に Su-

per-ACO で光二重電離過程の実験的研究をおこなうのが

目的でした。その時おこなった研究についてはまた別の機

会にお話したいと思います。今回はそれとはまったく関係

のないフランスの SOLEIL 計画に関する報告です。

SOLEIL 計画があぶないという話は，私がフランス行

きを画策していた頃に LURE の Lablanquie 博士や Huetz

博士などから聞いていました。その後フランスで研究がで

きることに決まり，浮れた私の頭からはすっかり

SOLEIL の文字は消えていました。ところが，渡仏後初

めて参加したイベントが SOLEIL 復活パーティだったの

です。しかも，祝賀パーティで出されたシャンパンの味を

今でも覚えているほどそのパーティは私にとって印象深い

ものでした。おいしい料理と，次から次へと出てくるよく

冷えたシャンパン，喜び騒いでいる研究者達に囲まれ，時

差ぼけも影響したのでしょう，私の頭はいつしか高励起状

態に遷移し“この感動を日本につたえるのは私の使命

(C) 2002 The Japanese Society for Synchrotron Radiation Research
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パーティの風景（撮影LURE の Lablanquie 氏）中央の白い変

な物体は，太陽をかたどった SOLEIL のシンボルマーク
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だ”と心の中で叫んでいました。それなのにあれから

一年以上たってしまいました。あの興奮も薄れ，速報性も

なくなってしまいましたが，“こんなことがあったのか”

という程度に，コーヒーでも飲みながら読んでいただける

と幸いです。

SOLEIL 計画は10年以上前に発案され検討されてきた

フランスの VUVSX 領域の第三世代放射光リング建設計

画です。SuperACO の競争力は，世界各地で第三世代放

射光リングが立ち上がっている現在，年毎に低下していっ

ています。LURE を中心とする研究者は，ビームライン

を再構築し，実験装置や研究対象を工夫することでどうに

か競争力の維持をはかってきましたが，それも限界に近づ

いてきた感があります。実際，私のまわりでもイタリアの

ELLETTRA で実験をおこなっている研究者が結構いま

したし，アメリカの ALS まで出かけている研究者もいま

した。ただ，私が所属していた Huetz グループの場合は，

LSAI が SuperACO に専用のビームライン SU6 を持って

いましたので，マシンタイム連続 3 ヶ月 という PF な

どでは考えられないタイムスケジュールが可能でした。そ

のため，暗い分は時間で取り返すことができ，結構いい仕

事ができました。しかし，これは特殊なケースですし，恵

まれた条件で実験ができる Huetz グループも施設の老朽

化の影響は常に受けていました。その一つが，ライナック

起源と思われる大きなノイズです。LURE には DCI と呼

ばれる X 線領域の光を供するリングと SuperACO の 2

つがあります。この DCI に入射する際にライナックから

発せられたと思われるノイズが SuperACO で実験をして

いる我々を苦しめました。このように次世代の放射光リン

グ建設の機運はすでに十分に熟していたのです。しかし，

なにせ巨額な建設資金を必要とするため，SOLEIL 計画

の実行は政治的に翻弄され，すんなりとは進まなかったよ

うです。詳しい政治的な駆け引きや経緯については知らな

いのですが，その最大の危機は，1999年の10月に当時の

科学担当大臣が SOLEIL 計画の断念と，その代替案とし

てイギリスの Diamond 計画への参加を表明した時であっ

たようです。さらにそこから LURE 解体というとんでも

ない話まで出るようになり，この問題は，フランスの研究

者のみならず世界各国の研究者に，将来の放射光利用研究

に大きく影をおとす深刻な問題として受け止められまし

た。この表明に対する研究者の反応はとても早く，LURE

を中心とする研究者は，強く反発し，ただちに抗議行動が

開始されました。その一つが，世界中の研究者から

SOLEIL 計画再開に対する賛同の署名を集める運動で

す。これをお読みの方の中にも LURE の研究者から署名

を頼まれた方が大勢おられると思います。ちなみに，全世

界の放射光ユーザーから集められた署名は現在，Super

ACO の入り口に何枚かの A4 用紙に印刷され張られてい

ます。私が始めて SuperACO に入るときに Huetz 博士

が，“ここに君の名前があるよ”と教えてくれました。も

う一つが，これは日本では考えられないことですが，スト

ライキです。LURE の研究者は CNRS か CEA に所属す

る国家公務員ですが，フランスでは国家公務員にもストラ

イキ権が与えられているようです。彼らは共同利用施設で

ある SuperACO の運転を放棄して政府に対して抗議をお

こなったわけです。フランス人のストライキ好きは有名

ですが，一年という短い滞在期間にもかかわらず何度もス

トライキを経験しました。そのため ``greve'' という単語

をフランスに行ってすぐに覚えました。ちなみに，昔労働

者が職を求めてセーヌ河岸の ``place de Greve'' にあつま

ったのが語源であると教えてもらいました。私も理由は異

なりますが SuperACO のストライキを経験しました。前

もって予告はされるのですが，それでもその時に一緒に実

験をやっていたイギリス人の研究者は“Daresburyでは考

えられない”とかなり怒っていました。このように一部の

放射光利用研究者の怒りを買いつつも LURE を中心とす

るフランスの研究者が一丸となって SOLEIL の復活を求

めることで，2000年の 9 月に SOLEIL 計画の復活が決定

したわけです。結局，科学や研究の重要性をきちんと理解

している大臣に交代となったことが復活の直接の理由だっ

たようです。

SOLEIL は 現 在 Super ACO が あ る Orsay の そ ば

Saclay 地区に建設されることが決定しています。Saclay

は原子核実験や原子力関係の研究所が多数ある地域で，

CEA の本部も Saclay にあります。この地区は Yvette 川

の浸食を受けていない台地で，まっ平な土地です。Orsay

と違い，電車でのアクセスは悪く，RER の駅からバスに

乗る必要があります。私が帰国する時には建設予定地の整

地が終了していました。現在は建設が始まっており，総工

費約 3 億ユーロ…現在のレートで340億円を費やし，2009

年に完成予定です。第一期工事で全ビームライン24本の

うちの10本が完成し，2006年から研究に供されます。そ

の後2009年まで順次残りのビームラインの建設が完成し
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ていく予定のようです。SOLEIL の規模と性能ですが，

これは SOLEIL のホームページ ``http: //www.soleil.u-

psud.fr'' に詳しく書いてありますのでここでは簡単にま

とめるだけにしておきます。もちろん現時点での計画案で

すので，今後変更がある可能性もあります。SOLEIL は

周長が354 m の蓄積リングの内側に100 MeV のライナッ

クとそれに続くブースターを備えています。稼動中の

ELLETRA や SLS よりもひと回り大きい，VUVSX 領

域の放射光源リングとしては今のところ最大の規模となり

ます。光源リングは電子エネルギー2.5 GeV（2.75 GeV

まで可能）の低エミッタンスリングで，3 nmrad のエミッ

タンスと1020 程度の輝度（もちろんアンジュレータービー

ムラインで）を目指して設計されています。利用可能な光

のエネルギー範囲は数 eV～30 keV と広く，X 線利用研究

のかなりの波長範囲もカバーしています。そのため，

SOLEIL では，可視光から X 線領域の放射光を利用した

広範な分野の基礎応用研究が可能になり，また，すでに

稼動している X 線領域の第 3 世代放射光リング ESRF と

の連携もうまくとっていけると考えられます。挿入光源は

14本が設置可能で，そのうち第一期工事で 6 本の新しい

挿入光源が建設される予定です。また，現在 SuperACO

で使用されているビームラインのうち最近再構築された不

等刻線間隔平面回折格子分光器を備えたアンジュレーター

ビームライン SU8 やドラゴン型分光器の SB7，可偏光

ビームライン SU5 など 5 本のビームラインが SOLEIL に

移され使用される予定です。SuperACO には採光用の窓

がたくさんあり，そのおかげでとても明るい雰囲気になっ

ています（研究者がみな明るいという理由の方が強いと思

われますが）。SOLEIL の完成予想図を見るとやはり窓が

あります。きっと，あの明るい雰囲気も継承されるのでし

ょう。私が帰国するまでに決まっていたことはここまでで，

SOLEIL をどのように運営していくかその体制はまだ決

定していませんでした。当然 LURE の研究者は，LURE

が核になって運営を進めていくことを希望していたわけで

すが，私がいた時点では彼らの思い通りにはなりそうにあ

りませんでした。Huetz 博士から聞いたかぎりでは，Spr-

ing-8 に似た組織形態になりそうです。私が何度か経験し

た SuperACO のストライキはこの運営体制に反対するた

めだったようです。

肝心な SOLEIL 復活パーティの日の様子を書くのを忘

れていました。その日は，快晴でとても気持ちのいい天気

でした。9 月にしては暑い日で半袖でもすごせる陽気でし

た。出勤する時や昼食を食べに行く時に，やけにお互い

サインを出しあっている人がいるなぁー，なんで と思

っていたんですが，どうやら新聞などで発表内容をすでに

知った研究者達であったようです。午前中にこれまでの経

緯とその日に政府から発表された内容に関する説明会が開

かれ，午後に LURE の駐車場に作られた特設会場でパー

ティが行われました。シャンパンの飲みすぎで早々に酔っ

てしまい，シャンパンの味以外はほとんど覚えていないの

ですが，自分たちの力で SOLEIL 計画の復活を勝ち取っ

たという自信に満ち溢れた晴れ晴れとした顔の研究者が手

を取り合って喜んでいるのが印象的でした。このパーティ

にはテレビ局の取材も来ていて，帰宅後に見たニュース

に，イオンの光電離研究の大家である Wuilleumier がイ

ンタビューに答えているところが映っていました。これが

何回もニュースで，しかも違うチャンネルで流れていたの

で，その関心の高さにちょっとビックリしました。私がフ

ランスで出会った研究者や技術者は，何事もあきらめずに

明るく積極的に働いている人ばかりでした。彼らのエネル

ギッシュな姿を見ていると，一度中止に追いやられた

SOLEIL 計画の復活もそんなに難しくなかったのではな

いかと感じてしまいます。あまり深刻に物事を考えず，常

に楽天的で楽しんで仕事をしている彼らを見るとフランス

の放射光利用研究にまったく閉塞感を感じません。早く

SOLEIL で彼らとまた一緒に仕事をしたいものです。

最後に，なかなか原稿を書き上げない私を気長に待って

下さった編集委員の皆様と事務局の須藤さんにお詫びと感

謝の気持ちを記して拙文を終わりにしたいと思います。


